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第２戦　NAPAC 富士 SUPER TEC 24 時間レース

2022 年６月２日（金）〜６月３日（日）
富士スピードウェイ（静岡県）

　ORC ROOKIE Racing の終わ
らぬ『もっといいクルマづくり』
への挑戦は、４回目の挑戦となる
第 ２ 戦『NAPAC 富 士 SUPER 
TEC 24 時間レース』を迎えた。
2021 年、世界を驚かせた水素エ
ンジン投入によるカーボンニュー
トラル社会実現に向けた『意志あ
る情熱と行動』がスタートを告げ
たのもこのレース。あれから１年
が経ち、チームはシーズンのハイ
ライトとも言えるレースに、充実
の体制で臨むことになった。
　初参戦から速さ、そして給水
素時間などを大幅に改善してき
た ORC ROOKIE Corolla H2 
concept は、今回世界初公開さ
れたばかりの GR カローラ RZ の

ボディに変更された。これにより、
ドライビングフィールは大幅に向
上した。また、今回も『つくる』

『はこぶ』『つかう』の仲間が増え、
神戸製鋼のトンあたりの CO2 排
出量の削減率が 100％である

『Kobenable Premier』を、水素
エンジンカローラのサスペンショ
ンメンバーに使用。ジャパンハイ
ドロが６月から国内販売およびレ
ンタルを開始する『水素専焼発電
機』を、富士スピードウェイ内イ
ベント広場の一部ブースで使用
し、電力供給を行う。そして、ド
ライバーも勝田範彦、TOYOTA 
GAZOO Racing WRT の代表で
あるヤリ＝マティ・ラトバラを加
えることになった。

　さらに、ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept もレース２戦目を
迎え、富士に新たな改良を施し持
ち込まれた。今回はさらに関口雄

飛という頼もしい助っ人を加え長
丁場のレースを戦う。ライバルの
BRZ も軽量化を施しているだけ
に、戦いは注目を集めた。

水素エンジンの挑戦は２年目に。GR86 も新たな課題を見出す
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専有走行

公式予選

　富士 SUPER TEC 24 時間レー
スの週末は長い。晴天に恵まれた
６月２日（木）の専有走行から臨
んだ ORC ROOKIE Racing だが、
まずは午前10時20分からスター
トした専有走行１回目で、ORC 
ROOKIE Corolla H2 Concept
は佐々木雅弘が、ORC ROOKIE 
GR86 CNF Concept は 蒲 生 尚
弥がステアリングを握りコースイ
ン。セットアップを進めていった。
ただ、開始から１時間が近づこう
かというタイミングで、ST-Q ク

　走行２日目となる６月３日（金）
は、午後０時から行われる公式予
選のみというタイムスケジュー
ル。まずはグループ２の公式予
選がスタートし、Ａドライバー
予選には ORC ROOKIE Corolla 
H2 concept は佐々木が出走し、
1 分 58 秒 867 という好タイム
をマーク。また、ORC ROOKIE 
GR86 CNF Concept は蒲生が
アタック。1 分 55 秒 236 と、
今回デビュー戦となる ST-4 の
TOM'S SPIRIT GR86 を上回る
タイムをマークしてみせた。

ラスに今回から参戦する車両がク
ラッシュ。ガードレールにもダメー
ジが及び長い赤旗中断となった。
　再開後、ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept は そ の ま ま 蒲 生
が、ORC ROOKIE Corolla H2 
Concept は佐々木が４周をこなし
た後、モリゾウに交代。ここでモ
リゾウは２分 02 秒 703 という
ベストタイムをマークする。水素
エンジンカローラが登場してから
１年間のクルマ、そしてドライバー
の進化をまずは証明してみせる。

　インターバルを経て、午後２
時 40 分からスタートした専有走
行２回目は、午前に続き晴天のも
と迎えた。ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept は 蒲 生 が ５ 周 を
走った後、豊田大輔に交代。21
周をこなし1分58秒463をマー
ク。その後、鵜飼龍太に交代し、
鵜飼も 14 周を走行。1 分 57 秒
871 というベストタイムをマーク
した。ただ、大輔も鵜飼も今回の
GR86 は「スイートスポットが狭
い」と評している。
　 一 方、ORC ROOKIE Corolla 
H2 Concept はモリゾウからコー
スイン。13 周を走り 2 分 01 秒
554 というベストタイムを記録し
た後、いよいよヤリ＝マティ・ラ
トバラにステアリングを託した。
レース前、モリゾウから「左手の

シフト操作を練習しておいて」と
いうメッセージが寄せられていた
が、やはりラトバラは右ハンドル
に当初は慣れることができないで
いた。ラトバラは少しずつペース
を上げながら 13 周を走ったが、
ベストタイムは 2 分 01 秒 757。
モリゾウにわずかにベストが及ば
なかったのだ。しかもその後にド
ライブした勝田範彦にもベストタ
イムで抜かれてしまった。

「アキオさんに勝てるように頑張ら
ないと！」とラトバラは専有走行
の後、佐々木や石浦宏明に質問を
しながら過ごした。ORC ROOKIE 
Racing に、国を超え、世代を超
えてのドライビングの話の華が咲
くことになった。夜間走行では、
今回夜を担当する石浦、勝田、蒲生、
大輔がそれぞれドライブした。

　続くＢドライバー予選では、
ORC ROOKIE Corol la H2 
concept を駆ったモリゾウが魅
せる。それまで２分 01 秒台まで
しかマークできていなかったモリ
ゾウだが、ラップを重ねるごとに
タイムを縮めていくと、８周目に
は な ん と 2 分 00 秒 540 ま で
タイムを縮めてみせたのだ。ピッ
トでは熱心にドライビングを指導
してきた佐々木が歓声を上げる。
こ の タ イ ム 合 算 の 結 果、ORC 
ROOKIE Corolla H2 concept
は総合 37 番手グリッドを獲得し

６月２日（木）　天候：晴れ　路面：ドライ

６月３日（金）　天候：曇り／雨　路面：ドライ／ウエット

た。TGR 佐藤恒治プレジデント
も予選後に行われた記者会見では

「１年で７秒短縮するなんて、な
かなかできない」と驚くもの。水
素エンジンカローラとドライバー
の進化を感じさせた。
　一方の ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept は、大輔がアタッ
ク。こちらも負けじと 1 分 56
秒 617 と大幅にタイムアップ。
合算でも 32 番手につけた。
　Ｃドライバー予選では突然の
強い雨が降り赤旗中断もあった
が、Ｄドライバー予選、Ｅ・Ｆド

ライバーのフリー走行でも全ドラ
イバーがしっかりとタイムをクリ
ア。ラトバラは 2 分 01 秒 224
というをマークしてみせた。ドラ
イブを楽しんでいる様子で、決勝
レースも「楽しみだね！」と笑顔
をみせた。



#32　決勝レース

　６月４日（土）午後３時、いよ
いよ決勝レースの火ぶたが切って
落とされた。スタートの大役を
担ったのはモリゾウだ。ST-4 ク
ラスの集団のなかに挟まれながら
冷静に序盤をこなし、一度給水素
を行った後、53 分を走りラトバ
ラに交代。石浦、勝田と繋いでい
く。序盤は非常に順調だ。
　しかしすっかり暗くなり、午
後８時が近づこうかという頃、
ORC ROOKIE Corol la H2 
concept は一度ガレージに入る。
もともとこのレースではインジェ
クターを交換する予定だったのだ
が、データをチェックしたところ
早めの交換が必要と判断したため
だ。この作業には１時間 30 分ほ
どを要してしまうが、何よりも大
事なことは「走り続けること」と
片岡龍也監督。佐々木雅弘に交代
し、午後９時 35 分にピットアウ
トすると、午後 10 時 30 分前
には１分 59 秒 876 というベス
トタイムをマーク。快調ぶりをみ
せた。もともとの予定どおり、夜
間は佐々木、そして石浦が担当す
る予定だったが、暗いなかをそれ
ぞれ６スティントずつ担当。午前
０時 30 分過ぎには石浦が乗り
込み、深夜の走行を続けていっ

た。ピットアウトのたびにマネー
ジャーがペンライトで石浦を盛り
上げ、それに応え午前３時半前ま
での長丁場を乗り切った。2021
年の初参戦時は給水素のために頻
繁なピットインが必要だったが、
明らかに航続距離が伸びている。
クルマの成長を大いに実感しなが
ら、レースは早朝を迎えていった。
　午前４時過ぎからは、ふたたび
勝田が乗り込み一度ピットインし
た後、２スティント目に入ってい
く。しかしナイトセッション終了
間際、夜が白みはじめた午前４時
50 分、勝田はコカ・コーラ・コー
ナー立ち上がりでスピンを喫しク
ラッシュ。フロントにダメージを
負ってしまった。
　ORC ROOKIE Corolla H2 
concept にはこれまでなかった
アクシデント。ピットに戻った勝
田は思わず天を仰いだが、チーム
スタッフは急いで「走り続ける」
ために修復にかかる。ピット裏か
らは急いでスペアパーツが出され
ていくが、カラーリングはされて
おらず真っ黒。ちょうどこの頃
サーキットに戻ったモリゾウも見
守るなか、ステッカーを貼り“ワ
ンチーム”で元の姿に近づけるべ
く作業が進められていった。

　フロントが黒くなった ORC 
ROOKIE Corolla H2 concept
がコースに戻ったのは、午前７時
25 分、小倉康宏のドライブでふ
たたび走り出すと、ラトバラ、モ
リゾウ、そしてふたたび勝田と交
代。休息をとった佐々木、石浦と
乗り込んでいく。ただ、レースも
すっかり終盤となり、コース上に
は他車のラバーがたっぷり乗った
状態。「すごく滑りやすい状況で
した」と石浦もドライブに苦戦し、
また、インジェクター交換の後は
ややパワーも絞っていたこともあ
り、ラップタイムはプロでも２分
02 秒台となっていく。
　そんな状況もあり、小倉、ラ
トバラも同様にラップタイムに
苦しんでいくが、ORC ROOKIE 
Corolla H2 concept 自体は好
調。残り 35 分、２年目の挑戦を
締めくくるべく、ふたたびモリゾ
ウがコクピットに乗り込んだ。
　ところが、モリゾウは難しいコ
ンディションのなか、２分 02 秒
台を記録していく。これにはピッ
トで見守ったプロたちも目を見
張った。「最終的にモリゾウさん
の予選でのベストタイムをラトバ
ラさんが抜けなかったんです。驚
きました！」というのは佐々木だ。

「トータルの走行距離も伸び、今
回水素エンジンカローラがもつ目
一杯を出せたと思います。モリゾ
ウさんのタイムもそうですが、運
転のスキルも伸びている。まさに
人もクルマも鍛えられたのが今回
の 24 時間レースだったのではな
いでしょうか」
　最後は ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept、TOM'S SPIRIT 
GR86 と並んでチェッカーを受
けたモリゾウ。

「意志ある情熱と行動」のもとに
始まったカーボンニュートラルへ
の挑戦の２年目は、こうしてレー
スのフィニッシュとともに、新た
な挑戦への始まりを告げた。

６月４日（土）〜５日（日）　天候：曇り　路面：ドライ



#28　決勝レース

　６月４日（土）午後３時の決
勝レースに向け、ORC ROOKIE 
GR86 CNF Concept のスター
トを担ったのは大輔。走行初日か
ら「スイートスポットが狭い」と
語っていた大輔だが、56 台もの
クルマが走る決勝では、その難し
さが顕著に出始めてしまう。序盤
こそプロが駆る TOM'S SPIRIT 
GR86 を従えながら走っていた
が、クラス違いの車両が出はじめ、
ラインを外すようになるとガクン
とラップタイムが落ちはじめた。

「クルマが本当に難しいものでし
た。時間があれば“人にクルマを
合わせる”ことをしたかったので
すが、今回は“人がクルマに合わ

せる”ものだったんです。スイー
トスポットがすごく狭いクルマで
した。クリアラップで他に何もな
い場合はすごく気持ち良く走るこ
とができる」と大輔は説明する。

「しかし、一度スイートスポット
から外れると全然タイムが出な
い、コントロールが非常に難しい
クルマになっていました。シェイ
クダウンからいろいろな問題に
対応してきましたが、カーボン
ニュートラル・フューエルへの対
応が先で、クルマの味つけに時間
を割けていなかった」
　なんとか最初のスティントをこ
なし蒲生尚弥に交代。その後鵜飼
龍太もドライブするが、やはり鵜
飼も「この活動は“モータースポー
ツを起点としたもっといいクルマ
づくり”のためのものです。なん
でも乗りこなすプロドライバー
と、社員評価ドライバーの自分、
大輔さんと、みんなが一緒にやっ
て作る乗りやすいクルマが“もっ
といいクルマ”なのだと改めて理
解しました」と評した。プロな
らばまだしも、大輔や鵜飼には
乗りづらかったのが今回の ORC 
ROOKIE GR86 CNF Concept
だったのだ。実際、事後にラップ
タイムを見ると、蒲生や大嶋和

也、関口雄飛と言った面々は比較
的ラップが安定しているが、大輔
や鵜飼ではその“落ち”が激しい。

「速く走るだけなら、もっと性能
を追求し、スイートスポットが狭
いクルマならばできますが、いろ
んな人が乗る耐久レースではやは
りそれは難しい。自分も今回はか
なり苦戦しました。楽しみながら、
勝負しながら、譲りながらとレー
スはいろんなことがありますが、
その中では本当に幅が狭いクルマ
でした」と鵜飼。
　それでも、長い 24 時間でさ
まざまなものを得るため周回を続
けていくが、蒲生がドライブ中の
午前２時 15 分ごろ、315 周を
走ったところで ORC ROOKIE 
GR86 CNF Concept に ミ ッ
ショントラブルが起きてしまう。
車両はリペアエリアに運ばれ、ク
ルーが機材をもち駆けつける。ま
だ暗さが残るなか、屋外でもミッ
ション交換が始まった。
　なんとか修復が完了し、ふたた
びコースに戻ったのは午前４時
41 分。この後は鵜飼から大嶋、
関口、大輔、蒲生と交代していく
が、やはりコース上にラバーが乗
りすぎており、ラップタイムもさ
らに下がっていった。

　その後も大きなトラブルなく
ラップをこなしていった ORC 
ROOKIE GR86 CNF Concept
は、最後は鵜飼、そして大輔と交
代し、長い 24 時間のチェッカー
を受けた。「トラブルは付きもの
ですし、開発しながらのレースで
すからね。今回良かったのは、週
末通してみんなで『これはダメだ』
と指摘することもできたし、開発
担当の人たちに伝えることができ
たこと」というのは大嶋だ。
　ミッショントラブルもあり、今
回 は Team SDA Engineering 
BRZ CNF Concept にも 15 周
差をつけられてしまった。しかし

「課題だらけですが、何もしなかっ
たら課題も出ませんよね。今日出
たものを今後に繋げなければなり
ません」と鵜飼は語った。

「まわりのチームをリスペクトし
ながら、争いながらこういう取り
組みを続けていますが、もっとス
ピード感をもってやりたいです。
ポジティブに捉えれば、今回の
レースは良かったですが、運転が
楽しく安全で、24 時間でも“ま
た乗りたい”と思えるようなクル
マを作らなければいけません」
　今回得たものをいかに次に活か
すか。終わりなき挑戦は続く。

６月４日（土）〜５日（日）　天候：曇り　路面：ドライ



MORIZO's Voice

昨年の富士 24 時間から水素カローラで参戦してから、１年が経ちました。

この１年、トヨタのカーボンニュートラルへの取り組みが進み
ともに挑戦する仲間も増え、クルマも進化してきました。

そして今回、ORC ROOKIE Corolla H2 concept での２年目の挑戦は
昨年よりも 160 周距離を伸ばしました。

余分に走った分だけ、我々の水素社会の未来に
我々の意志ある情熱と行動によって近づいたということです

これこそが皆さんの力です。

また ORC ROOKIE GR86 CNF Concept も新しいカーボンニュートラルの選択肢に取り組みました

トラブルもあったなかでしたが、良く完走してくれました

これもまた、皆さんのおかげです。本当にありがとうございました。

ROOKIE Racing　オーナー　　豊田 章男



2022 年第２戦富士　リザルト（上位５台）

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 3	 ENDLESS	AMG	GT4	 	 	 1'50.519
2	 230	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	 1'50.548
3	 244	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	 1'51.727
4	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	Concept		 1'58.675
5	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 2'00.517

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 230	 Nissan	Z	Racing	Concept	 		1'51.601
2	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	Concept		 1'56.759
3	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 1'59.818
4	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 2'00.776
5	 55	 MAZDA	SPIRIT	RACING	MAZDA2	Bio	concept	 2'07.676

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 3	 ENDLESS	AMG	GT4	 	 	 1'49.903
2	 230	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	 1'50.892
3	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	Concept		 1'56.807
4	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 1'58.650
5	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 2'01.554

６月２日　スーパー耐久  STEL 専有走行（1）（ST-Q）

６月２日　スーパー耐久  夜間練習走行（ST-Q）

６月２日　スーパー耐久  STEL 専有走行（2）（ST-Q）

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 3	 ENDLESS	AMG	GT4	 	 		1'47.858
2	 230	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	 1'49.879
3	 244	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	 1'50.736
4	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	Concept		 1'55.236
5	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 1'58.867

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 3	 ENDLESS	AMG	GT4	 	 		1'47.714
2	 230	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	 1'49.159
3	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	Concept		 1'56.617
4	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 1'57.410
5	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 2'00.540	

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	Concept	 	 1'58.454
2	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 1'58.933
3	 3	 ENDLESS	AMG	GT4	 	 	 1'59.696
4	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 2'00.436
5	 230	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	 2'01.790

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 244	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	1'50.450
2	 230	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	 1'50.895
3	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	Concept		 1'57.825
4	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 1'59.965
5	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 2'00.402

Pos. No. Car Name    Laps Time        Gap 

1	 3	 ENDLESS	AMG	GT4	 	 	 721	 24:03'08.452	

2	 244	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	 707	 24:02'29.026	 14Laps

3	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 624	 24:01'51.564	 97Laps

4	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	Concept		 609	 24:02'51.873	 112Laps

5	 230	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	 502	 24:02'29.003	 219Laps

6	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 478	 24:02'51.872	 243Laps

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 244	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	1'58.457
2	 230	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	 1'59.678
3	 3	 ENDLESS	AMG	GT4	 	 	 2'00.930
4	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	Concept		 2'04.620
5	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 2'06.450

Pos. No. Car Name   　　Total Time

1	 3	 ENDLESS	AMG	GT4	 	 	 　3'35.572
2	 230	 Nissan	Z	Racing	Concept	 	 　3'39.038
3	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	Concept		 　3'51.853
4	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Corolla	H2	concept	 　3'59.407
5	 55	 MAZDA	SPIRIT	RACING	MAZDA2	Bio	concept	　4'10.566

６月３日　スーパー耐久  A ドライバー予選　結果（ST-Q）

６月３日　スーパー耐久  B ドライバー予選　結果（ST-Q）

６月３日　スーパー耐久  C ドライバー予選　結果（ST-Q）

６月３日　スーパー耐久  フリー走行 E・F ドライバー　結果（ST-Q）

６月４〜５日　スーパー耐久第２戦富士　決勝レース結果（ST-Q）

６月３日　スーパー耐久  D ドライバー予選　結果（ST-Q）

６月３日　スーパー耐久  公式予選結果　（ST-Q）



2022 年第２戦富士　データ

ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています

28　ORC ROOKIE GR86 CNF Concept 32　ORC ROOKIE Corolla H2 concept
●ドライバー別周回数／タイム
Driver	 Lap	 Best	Time
蒲生尚弥	 139	 1'56.284
豊田大輔	 149	 1'57.768
大嶋和也	 93	 1'56.680
鵜飼龍太	 130	 1'58.018
関口雄飛	 98	 1'57.418

●ドライバー別周回数／タイム
Driver	 　　　Lap	Best	Time
佐々木雅弘	　　　93	 1'59.876
モリゾウ　　　　65	 2'02.256
石浦宏明　　　　94	 1'59.906
小倉康宏　　　　84	 2'01.687
J-M. ラトバラ　57	 2'01.758
勝田範彦　　　　85	 2'01.936

●総走行距離
2778.867km（609周）

●総走行距離
2181.114km（478周）

日清食品


